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Wntシグナルをはじめとする形態形成シグナルは、動物組織の構築と維持において
必須の役割を果たすが、一方で腫瘍の発生や悪性化にも関わる。つまり、動物組織
は危険なシステムを巧妙に使いこなすことで、その構築と維持を達成する。私は、形
態形成シグナルを使いこなすために動物組織が備える仕組みに興味を持ち、研究を
行っている。

本セミナーは、私たちのこれまでの研究成果の概要と、私たちが最近見いだした「細
胞間相互作用を介したWntシグナル調節機構」についてお話しいたします。


